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○会議はいずれも午前10時からです。
　（３月12日（水）の議会運営委員会のみ
　　　　　　　　　午後1時30分からです。）
○本会議の傍聴は定員40 人です。
　議案書を10冊用意しています。

●本会議の日程　3月5日（水）・6日（木）・7日（金）・28日（金）
　　　　　　　　【予備日】11日（火）
●委員会の日程　（別室で音声のみ） 
　【議 会 運 営 委 員 会】2月27日（木）・3月12日（水）
　【常   任   委   員   会】事業厚生：3月12日（水）
　　　　　　　　　　　総務文教：3月13日（木）
　【予算審査特別委員会】3月19日（水）・20日（木）・24日（月）
　　　　　　　　　　　【予備日】26日（水）

傍聴にお越しください

  3月定例会予定

も　く　じ  

12月定例会
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議事の進み具合により、会議が終了している場合もあります。
日程は変更する場合があります。直前にお問い合わせください。

「誓いの言葉」を述べる田川 颯一郎さん

新成人提案による「窓の外には」合唱

出初式
「消防ふれあいタイム」のようす

成人式のようす



　平成25年12月定例会は、12月４日（水）に開会、12月19日（木）に閉会しました。
　この定例会では、町長提案16件、請願１件、議員提案３件の計20件を審議し、請願を除く19件を可決
しました。
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消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

　

本
町
が
加
入
す
る「
財
団

法
人
大
阪
府
消
防
賞
じ
ゆ
つ

金
共
済
会
」が
公
益
法
人
制

度
改
革
に
伴
い
、一
般
財
団

法
人
に
移
行
し
た
た
め「
一

般
財
団
法
人　

大
阪
市
町
村

消
防
財
団
」に
変
更
と
な
り
、

そ
の
関
係
を
明
確
に
す
る
も

の
。

適
用
日

　

平
成
25
年
11
月
１
日

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 （
全
会
一
致
）

　

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら

大
阪
府
よ
り
採
石
法
及
び
土

壌
汚
染
対
策
法
に
も
と
づ
く

許
可
申
請
の
審
査
事
務
が
移

譲
さ
れ
る
こ
と
並
び
に
第
２

次
行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
受
益
者
負
担
の
適

正
化
に
よ
る
見
直
し
に
伴
い
、

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

施
行
日

　

平
成
26
年
１
月
１
日
並
び

に
平
成
26
年
４
月
１
日

12 月 定 例 会

指
定
管
理
者
の
指
定（
熊
取

町
立
総
合
体
育
館
及
び
熊

取
町
立
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

に
つ
い
て　

 （
全
会
一
致
）

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の

名
称
等

　

公
益
財
団
法
人
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
21
事
業
団

　

大
阪
市
東
淀
川
区
瑞
光
一

丁
目
15
番
24
号

指
定
の
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日

平
成
25
年
度
熊
取
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
全
会
一
致
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
億
９
，１
７
２
万
３
千
円

を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
８

億
８
，８
１
７
万
円
と
す
る

も
の
。

　

歳
入
で
は
、府
補
助
金（
民

生
費
）１
億
６
，０
５
９
万
４

千
円
の
増
額
、財
政
調
整
基

金
繰
入
金
１
億
１
，３
４
２

万
７
千
円
の
増
額
他
。

　

歳
出
で
は
、民
間
保
育
所

施
設
設
備
整
備
費
等
補
助
金

１
億
９
，３
７
４
万
５
千
円
、

町
道
等
維
持
修
繕
工
事
費
２

６
２
万
５
千
円
、道
路
新
設

改
良
工
事
費
８
４
０
万
円
、

防
災
備
品
費
７
３
３
万
５
千

円
、自
主
防
災
育
成
補
助
金

３
８
０
万
円
他
。

自
転
車
等
放
置
防
止
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例  

（
全
会
一
致
）

　

第
２
次
行
財
政
構
造
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、受
益
者

負
担
の
適
正
化
に
よ
る
自
転

車
等
移
動
保
管
手
数
料
の
見

直
し
に
よ
り
、条
例
を
改
正

す
る
。

自
転
車
１
台

　

２
千
円
→
２
千
５
百
円

原
付
バ
イ
ク
１
台

　

３
千
円
→
４
千
円

施
行
日

　

平
成
26
年
４
月
１
日

葬
儀
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例   （
賛
成
多
数
）

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
ふ
ま
え
町
営
葬
儀
を
見
直

し
た
結
果
、種
別
区
分
を
一

本
化
し
使
用
料
を
改
定
。
同

時
に
町
外
利
用
者
の
火
葬
料

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、条

例
改
正
を
行
う
も
の
。

―
改
正
内
容
―

・
Ａ
級
、Ｂ
級
を
一
本
化
し
、

Ｂ
級
の
料
金
を
基
準
に
改
定
。

町
民

　

５
万
円
→
６
万
円

町
民
以
外

　

８
万
４
千
円

　

→
10
万
５
千
円

・
火
葬
料
金
の
改
定

町
民（
改
正
な
し
）

　

１
万
５
千
円

町
民
以
外

　

４
万
円
→
６
万
５
千
円

施
行
日

　

平
成
26
年
４
月
１
日

《
反
対
討
論
》

熊
愛
の
会

　

本
条
例
改
正
は
、平
成
24

年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

実
施
さ
れ
た「
町
営
葬
儀
に

関
す
る
住
民
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
」に
基
づ
い
た
見
直

し
で
、町
民
の
場
合
、葬
儀
費

用
20
万
円
の
A
級
を
廃
止
し
、

B
級
を
５
万
円
か
ら
６
万
円

に
変
更
す
る
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
こ
れ
は
、従
来
の
費

用
で
は
委
託
業
者
が
請
け
負

っ
て
い
け
な
い
状
況
に
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
の
変
更
だ

と
聞
い
て
い
る
。
議
員
全
員

協
議
会
に
お
け
る
説
明
で
は
、

こ
れ
ま
で
委
託
業
者
が
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
行
っ
て
い
た

「
遺
影
写
真
」や「
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
」が
、変
更
後
に
は
別
料

金
と
し
て
追
加
さ
れ
、こ
の

条
例
変
更
に
よ
り
町
営
葬
儀

を
行
う
町
民
費
用
負
担
は
大

き
く
な
る
。

　

し
か
し
、公
営
葬
儀
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
は
大
阪
府
下

で
14
団
体
、岸
和
田
市
以
南
で

は
、岸
和
田
市
、貝
塚
市
、熊
取

町
の
３
団
体
し
か
な
い
。こ
の

点
で
は
、熊
取
町
の
取
り
組
み

は
非
常
に
あ
り
が
た
い
も
の

と
考
え
る
。貝
塚
市
の
市
営
葬

儀
に
お
い
て
も
、「
遺
影
写
真
」

と「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
」は
別
料

金
に
な
っ
て
い
る
。た
だ
し
、

岸
和
田
市
と
貝
塚
市
で
は
、よ

り
廉
価
な
葬
儀
を
含
め
３
種

類
の
葬
儀
か
ら
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
条
例
変
更
に
お

い
て
、よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
が「
町
営
葬
儀
」に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、以
下
の
項
目
等
に
つ
い
て
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改
善
検
討
が
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
す
る
。⑴
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

の
無
償
化
。⑵
貝
塚
や
岸
和
田

の
よ
う
な
さ
ら
に
廉
価
な
方

式
の
追
加
。⑶
ホ
ー
ル
の
１
日

使
用
も
基
準
コ
ー
ス
に
含
め

る
。⑷
よ
り
多
く
の
人
が
町
営

葬
儀
を
利
用
で
き
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
を
進
め
る
。

日
本
共
産
党

　

今
回
の
条
例
改
正
に
あ
た

っ
て
、事
業
者
の
協
力
を
得

て
、東
館
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
い
に

評
価
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、実
質
的

に
利
用
者
負
担
増
と
な
る
条

例
改
正
で
あ
り
、利
用
者
の

大
半
が
低
所
得
者
で
あ
る
こ

と
、年
間
10
件
程
度
の
利
用

件
数
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、町
内
利
用
者
の
料
金
は

低
く
抑
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

国
保
の
葬
祭
料
が
あ
る
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
、葬
祭

料
は
全
国
的
に
３
万
円
か
ら

７
万
円
で
あ
り
、泉
佐
野
、田

尻
は
５
万
円
、本
町
は
３
万

５
千
円
で
特
別
に
手
厚
い
葬

祭
料
で
は
な
い
。

　

町
営
葬
儀
利
用
者
の
大
半

が
低
所
得
者
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、利
用
者
の
負
担

増
は
極
力
低
く
抑
え
る
べ
き

で
あ
り
、本
条
例
改
正
に
は

反
対
す
る
。

廃
棄
物
の
減
量
化
及
び
適

正
処
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例  （
全
会
一
致
）

　

資
源
ご
み
の
抜
き
取
り
防

止
対
策
及
び
、犬
・
猫
等
の
死

体
処
分
手
数
料
の
見
直
し
の

た
め
、条
例
改
正
す
る
も
の
。

《
主
な
改
正
》

　

第
11
条
第
５
項　

町
が
指

定
す
る
者
以
外
の
者
は
、ご

み
集
積
場
所
に
排
出
さ
れ
た

資
源
ご
み
を
、収
集
又
は
運

搬
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

同
第
６
項　

町
長
は
町
が

指
定
す
る
者
以
外
の
者
が
第

５
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
は
、当
該
者
に
対
し
、こ
れ

ら
の
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う

に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
第
７
項　

町
長
は
第
６

項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
が

命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、

そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

犬
・
猫
等
の
死
体
処
分
手

数
料
は
こ
れ
ま
で
の
１
匹
千

円
か
ら
２
千
円
に
改
正
。

施
行
日

　

平
成
26
年
４
月
１
日

消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
条
例
改
正   （
全
会
一
致
）

　

水
道
料
金
な
ら
び
に
下
水

道
使
用
料
を
規
定
す
る
条
例

に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
料
金

に「
１
０
０
分
の
１
０
５
を

乗
じ
て
得
た
額
」と
な
っ
て

い
た
部
分
を
、「
消
費
税
相
当

額
を
加
え
た
額
」に
改
め
る

も
の
。

施
行
日

　

平
成
26
年
４
月
１
日

債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

　

生
活
援
護
資
金
等
貸
付
基

金
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、貸

し
付
け
ら
れ
た
債
権
の
整
理

を
実
施
し
た
結
果
、行
方
不

明
の
た
め
回
収
見
込
み
の
な

い
債
権
を
放
棄
す
る
も
の
。

債
権
放
棄
額
60
万
６
，５
９

０
円
。

平
成
25
年
度
熊
取
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

（
全
会
一
致
）

　　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
、１
，３
８
３
万
７

千
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出
総

額
を
52
億
７
，７
６
４
万
９

千
円
と
す
る
。

　

歳
出
補
正
の
内
容
は
、平

成
22
年
度
分
の
国
庫
支
出
金

の
過
大
交
付
分
の
返
還
１
，

１
８
８
万
７
千
円
、人
間
ド

ッ
ク
助
成
件
数
の
増
加
に
よ

る
補
正
１
９
５
万
円
。

写
真
提
供

希
望
が
丘　

中な
か

磯い
そ 

和か
ず

義よ
し 
様

「
梅
と
鳥（
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
）」

「小型不燃ごみの収集拡充策についての要望書」提出
　平成26年1月15日、中西町長に、熊取町議会から「小
型不燃ごみの収集拡充策についての要望書」を提出しま
した。議会報告会等において、小型不燃ごみの収集につ
いては、現行の収集方法の拡充を求める声が多く寄せら
れていました。各議員より定例議会や委員会で質問等を
通じ、拡充策を求めてきましたが、このたび、議会として
町長に、住民サービスの向上と利便性の向上を図るため
に、柔軟な対応策を講じられるように要望いたしました。
　町長からは、議会からの要望を受け、拡充策を検討する
との前向きの回答を頂きました。
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確実な賃金引き上げを求める意見書
　実体経済の現状を示す指標が改善し、企業の景況感が上向いている一方で、賃金上昇を実感する国民は少な
く、賃上げ要請が高まっている。　　
　政府、労働者、企業経営者の「政労使会議」で賃金の引き上げが経済成長に必要不可欠との認識を共有すると共
に賃金引き上げの環境整備や実感が伴う景気回復を検討すべきです。
　実効的な賃上げに結び付くような施策を講じるとともに、具体的な道筋を示すことを求める意見書を国会に
提出するものです。
提出先　内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣

公共工事の入札不調を解消する環境整備を求める意見書
　公共工事の入札が成立しない「入札不調」が増加している。その背景には、資材高騰や人材不足があるとみら
れている。震災復興の加速化、また、老朽化した公共インフラの防災・減災対策のためにも、必要な公共工事の円
滑な入札に対する取り組みは急務といえる。
　よって、入札不調を解消するため、地元貢献や技術力に対する加点評価をはじめ、多様な入札契約方式を導入
するなど、環境整備を早急に進めるよう求める意見書を国会に提出するものです。
提出先　内閣総理大臣、国土交通大臣、経済産業大臣

道州制導入に断固反対する意見書
　我々町村議会は平成20年以来、町村議会議長会全国大会において、「住民自治の推進に逆行する道州制は行わ
ないこと」を決定し、本年４月15日には、全国町村議会議長会が「町村や国民に対して丁寧な説明や真摯な議論
もないまま、道州制の導入が決定したかのごとき法案が提出されようとしていることは誠に遺憾である」とする
緊急声明を行った。
　しかし与党においては、道州制導入を目指す法案提出の動きが依然としてみられ、野党の一部においてはすで
に第183回国会へ「法案」を提出、衆議院内閣委員会において閉会中審査となっているなど、我々の要請を無視す
るかの動きを見せている。
　これらの法案は、道州制導入後の国の具体的なかたちを示さないまま、期限を区切った導入ありきの内容とな
っており、ほとんどの町村においては、事実上の合併を余儀なくされるおそれが高い。道州はもとより再編され
た「基礎自治体」は、現在の市町村や都道府県に比べ、住民と行政との距離が格段に遠くなり、住民自治が衰退し
てしまうことは明らかである。
　よって本町議会は、道州制の導入に断固反対する。
提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　内閣法九条の第一順位指定大臣（副総理）、
　　　　　内閣官房長官、総務大臣

意 見 書 採 択
次の意見書を全会一致で可決し、政府など関係機関に提出しました。

備考；日本共産党熊取町会議員団（共産）、新政クラブ（新政）、熊取公明党（公明）、泉州龍馬の会（龍馬）、一新の会（一新）、熊愛の会（熊愛）

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示 （議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

12月度定例会審議案件

議
員
名
服部 佐古 重光 鱧谷 江川 藤本 矢野 鈴木 田中 白間 渡辺

議長 奥野 坂上

会
派新政 一新 熊愛 共産 共産 龍馬 一新 新政 新政 公明 公明 龍馬 共産

葬儀条例の一部を改正する条例 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×

「介護保険からの軽度者除外と利
用者負担増の中止等を求める意見
書」の採択を求める請願

× × × ○ ○ × × × × × － × ○
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「介護保険からの軽度者除外と利用者負担増の中止等を求める
意見書」の採択を求める請願（不採択）

■請願の趣旨
請願事項にある５項目を含む意見書を熊取町議会で採択し、関係行政庁及び国会へ提出

すること。

請願者：くまとり社会保障推進協議会　会長　鈴木進吾　顧問　音田篤
紹介議員：坂上巳生男　江川慶子　鱧谷陽子

賛成討論 反対討論
■共産党議員団
　請願が述べているように、国においては①要支
援１，２の軽度者を介護保険給付の対象から外す。
②所得によって現行「１割」の利用者負担を２倍
に引き上げるなど、制度をいっそう悪化させる内
容が検討されている。
　要支援者は全国で 150 万人、そのうち 96 万
人が介護予防サービスを受けており、サービス利
用でようやく生活を維持している方も少なくない。
介護団体からの要望書の中でも「要支援者を介護
保険制度の給付対象からはずし、市町村の支援事
業に委ねるとの提案は、介護保険制度の理念を壊
しかねない制度の変更であり、市町村の財政上、
事務上の負担も軽視できない」と指摘されており、
軽度者除外をやめてほしいとの願いは、極めて切
実である。
　一定所得以上の方の負担割合を２割に引き上げ
る提案は、年収 280 万円程度であり、１ヶ月
24 万円に満たない。夫婦二人の介護保険料、後
期高齢保険料で約２万５千円、住民税、水光熱費、
交際費などを引けば残りは 18 万円程度であり、
利用料引き上げは結局のところ利用抑制につなが
り、介護度の進行を招く。
　「軽度者除外はやめてほしい」、「保険料・利用
料を上げないで」、「介護従事者の待遇改善を」、
これら切実な願いを受け止め、賛成討論とする。

■熊愛の会
　本請願の趣旨は、介護に対する国庫負担を大幅
に増額し、介護保険制度が抱える深刻な社会問題
を克服して、すべての国民が安心して老後を迎え
られる介護保険制度になるような改善を国に求め
るもので、議員の大多数がこの内容に賛同してい
ると思われる。しかしながら、この「意見書の採
択を求める請願」の位置づけに大きな問題がある
ので反対する。
　熊取町議会では従来から、議会名で国や大阪府
に提出する「意見書」は非常に重要なもので、議
員全員の合意・賛同がなければ提出はしないとい
う姿勢を貫いている。このたびの請願は、「意見
書の採択を求める請願」であるが、当該意見書は
先の議会運営委員会で「不採択」であることが確
定している。そのような状況の中で、この「意見
書の採択を求める請願」が審議され、多数決で採
択されたとしても、提出されるべき意見書は存在
しないという、矛盾した事態になる。
　今後においても、「熊取町議会は議員全員の賛
同の得られない意見書はどこにも提出されること
はないという基本原則」を再確認し、「意見書」
は議員自らが作成して「全会一致」を得るために
努力するのが本筋だと考える。
　「介護保険からの軽度者除外と利用者負担増の
中止等を求める意見書」の不採択が確定している
現時点において、この請願を審議することは意味
をなさないという観点から、本請願に反対する。



　消防の広域化を図るため、平成24年11月14日に泉州南消防組合が発足し、消防力の充実強化と消防業務の効
率化を目的に、平成25年４月１日から、泉佐野市・泉南市・阪南市・熊取町・岬町・田尻町の３市３町の４消防本部
が、泉州南広域消防本部として、活動を開始しました。
　熊取町からは、組合議会副議長として矢野正憲副議長、組合議会議員として佐古員規議員が選出されました。
　また、平成25年12月17日に、大阪府南部広域防災拠点（泉南市りんくうタウン南地区）にて、防災拠点内部の
見学及び組合管内の把握と有事の際の対応力向上を目的に、大阪市消防局ヘリコプターによる上空からの行政視
察を行いました。

管内の上空視察後のようす南部防災拠点の備蓄物資

泉州南消防組合議会行政視察報告

　地上では確認できない避難路の導線の有効性
や課題等、また、山林での遭難、山火事に於いて
の対応の困難さも十分理解できました。
　南部防災拠点では、16万４千食のアルファ
化米をはじめとする食料や、毛布、簡易トイレ、
お風呂など多くの備蓄物資が常設されており、
有事にも大変有効であると確信しました。
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　平成25年10月に新設された教育・子どもセン
ター（旧第８保育所跡）において、平成25年11月
６日（水）に、教育委員会委員５名と総務文教常任
委員会委員６名、議長・副議長との間で懇談会を
実施しました。
　教育委員からは教育委員会制度について、これ
までの経緯や法改正の概要、仕組みと趣旨、そして今後の地方教育行政の在り方など説明がありました。
　議員からは、それらに対する問題点や疑問点など闊達な意見が出され、より深く教育委員会制度につい
て理解することができ、大変有意義な時間となりました。

（出席者）
教育委員会
　委員長　北川　賢一
　委員長職務代理者
　　　　　下中　直子
　委　員　島林　泰人
　委　員　山本　洋子
　教育長　西牧　研壯

【２階】

【１階】

相談室

教育長室

教育委員会
事務局

学校教育課
会議室

子育て支援
拠点

教育・子どもセンター見取図

玄関

健康福祉部
子ども家庭課

会
議
室

総務文教常任委員会
　委 員 長　白間　泰男
　副委員長　佐古　員規
　委　　員　重光　俊則
　委　　員　鱧谷　陽子
　委　　員　鈴木　実
　委　　員　奥野　博通
　議　　長　渡辺　豊子
　副 議 長　矢野　正憲

教育委員会と
総務文教常任委員会との
懇談会を実施しました

教育・子どもセンター



町
内
の
交
通
安
全
の
早
期
改
善
を
！

熊
取
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
改
善
を
！　

世
帯
主
死
亡
時
の
事
務
手
続
き
支
援
の
拡
充
を
！

町
内
の
交
通
安
全
の
拡
充

施
策
に
つ
い
て

問　

レ
ン
ガ
館
入
口
の
紺
屋

上
橋
の
拡
幅
計
画
は
？

答　

大
阪
府
が
住
吉
川
の
整

備
計
画
案
を
今
年
度
末
に
審

議
す
る
。
そ
の
後
橋
梁
の
改

修
計
画
を
検
討
す
る
。

要
望　

川
幅
は
現
状
が
確
定

な
の
で
、早
急
に
予
算
化
の

た
め
の
取
り
組
み
を
！

問　

公
民
館
前
の
横
断
歩
道

の
信
号
設
置
の
検
討
は
？

答　

交
通
状
況
を
経
過
観
察

し
て
信
号
設
置
を
検
討
す
る
。

問　

久
保
変
電
所
横
の
交
差

点
の
交
通
安
全
の
改
善
検
討

は
さ
れ
て
る
か
？

答　

交
差
点
へ
の
減
速
通
行

を
促
す
た
め
、町
道
西
之
山

線
の
カ
ラ
ー
化
の
効
果
を
確

認
し
て
改
善
を
行
う
。
ま
た
、

児
童
の
安
全
通
学
の
た
め
に

ご
み
等
の
収
集
時
間
の
変
更
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
配
備
を
検
討
す
る
。

要
望　

町
道
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
は
、歩
行
者
の
た
め
に

可
能
な
限
り
広
い
幅
を
確
保

す
る
べ
き
で
あ
る
。

町
財
政
の
健
全
化
施
策
は
？

問　

平
成
23
年
度
の
決
算
カ

ー
ド
に
示
さ
れ
た
臨
時
財
政

対
策
債
を
分
母
に
含
め
て
計

算
し
た
経
常
収
支
比
率
は
93

％（
弾
力
性
を
欠
く
）で
あ
る

が
、臨
時
財
政
対
策
債
を
分

母
に
含
め
な
い
場
合
は
102
・

3
％（
硬
直
化
）で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、今

後
の
町
財
政
の
健
全
化
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
施
策
が
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
？

答　

ご
み
・
し
尿
処
理
に
つ

い
て
は
、広
域
連
携
も
視
野

に
経
営
の
効
率
化
を
図
る
。

今
後
の
町
財
政
の
健
全
化
に

向
け
て
は
、来
年
度
中
に
新

た
な
計
画
を
策
定
し
、財
政

支
援
策
の
積
極
的
活
用
を
は

じ
め
、事
務
事
業
の
効
率
化

や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な

ど
に
努
め
て
い
く
。

世
帯
主
死
亡
時
の
事
務
手

続
き
の
支
援
策
は
？

問　

世
帯
主
死
亡
時
に
は
多

く
の
事
務
手
続
き
が
必
要
だ

が
、特
に
高
齢
者
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
か
？

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
来
て
い
た
だ
い
て
も

種
々
の
対
応
が
で
き
る
。

要
望　

高
齢
者
の
た
め
の
専

用
窓
口
を
設
置
し
て
、町
外

の
手
続
き
を
含
め
、種
々
の

手
続
き
の
支
援
を
拡
充
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

重
光　

俊
則

自
転
車
の
運
転
に
関
す
る
条
例
制
定
を
！

地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
の
検
討
を
！

藤
本　

龍

自
転
車
の
運
転
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　

通
学
自
転
車
の
運
転
マ

ナ
ー
が
悪
い
と
の
報
告
を
議

会
報
告
会
等
で
聞
い
て
い
る
。

自
転
車
の
運
転
に
関
し
て
苦

情
は
来
て
い
な
い
の
か
？

　
　

熊
取
町
に
は
平
成
24
年

度
に
1
件
、
泉
佐
野
警
察
に

は
年
に
数
件
あ
る
。
そ
の
内

容
は
府
道
泉
佐
野
打
田
線
の

車
道
や
歩
道
内
を
自
転
車
が

併
走
し
、
危
険
で
あ
る
と
の

苦
情
で
あ
る
。

　
　

浪
商
学
園
の
こ
と
か
？

　
　

そ
う
で
す
。

　
　

泉
佐
野
警
察
や
熊
取
町

の
対
策
や
取
り
組
み
は
？

　
　

熊
取
町
は
広
報
等
に
お

い
て
自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
の

啓
発
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

本
町
・
泉
佐
野
警
察
・
浪
商

学
園
の
三
者
に
よ
り
通
学
時

の
運
転
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

本
町
と
泉
佐
野
警
察
と
年
二

回
通
学
時
間
帯
に
お
け
る
安

全
運
転
指
導
や
、
泉
佐
野
警

察
に
よ
る
学
生
向
け
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
学
校
側
に

お
い
て
も
毎
日
、
通
学
ル
ー

ト
で
の
交
通
安
全
指
導
等
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　

自
転
車
運
転
者
の
責
務

を
定
め
る
自
転
車
安
全
条
例

が
東
京
都
等
で
制
定
さ
れ
て

い
る
が
、
本
町
も
指
導
・
警

告
・
警
察
署
長
へ
の
協
力
等

を
明
記
し
た
摂
津
市
や
、
押

し
歩
き
推
進
区
間
を
指
定
す

る
福
岡
市
の
よ
う
な
実
行
力

の
あ
る
自
転
車
安
全
条
例
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
？

　
　

道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
る
効
果
や
大
阪
府
下
自
治

体
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、

調
査
、
研
究
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
。

地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
設
置
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

新
潟
市
は
「
学
・
社
・

民
の
融
合
に
よ
る
人
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
・
学
校
づ

く
り
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
こ
れ
ら
を
融
合
さ

せ
る
つ
な
ぎ
役
と
し
て
各
学

校
に
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
非
常
に

効
果
を
上
げ
て
い
る
。
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
多
様

な
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
す
る
本

町
も
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

検
討
す
べ
き
で
は
？

　
　

地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て

十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

の
役
割
を
担
う
行
政
担
当
課

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
形
で

進
め
て
い
き
た
い
。

問問問 答答答

問問 答

答

通行・通学が危ない久保変電所横交差点
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問問

問

問 答

答答

答答

問

要
望

要
望

要
望

一
般
質
問

定
例
会
に
お
い
て
各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。



保
育
行
政
に
つ
い
て
見
直
し
策
は
あ
る
の
か
？

服
部　

脩
二

大
人
の
ひ
き
こ
も
り
対
策
、

防
災
計
画
見
直
し
に
お
け
る
対
応
は
？

鱧
谷　

陽
子

大
人
の
ひ
き
こ
も
り
対
策

　
　

秋
田
県
藤
里
町
の
よ
う

に
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ

い
て
調
査
で
き
な
い
か
？

答　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

は
、
何
件
か
の
相
談
を
受
け

医
療
が
必
要
で
あ
れ
ば
自
立

医
療
制
度
の
案
内
、
専
門
相

談
を
希
望
す
る
場
合
は
大
阪

府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。
藤

里
町
の
10
倍
以
上
の
本
町
で

は
全
戸
調
査
は
現
実
的
で
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

豊
中
市
で
の
就
労
促
進

支
援
は
就
労
準
備
支
援
事
業

を
含
み
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
す
る
こ
と
で
生
活
リ

ズ
ム
を
と
と
の
え
る
こ
と
ま

で
も
し
て
い
る
。

　

引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
支

援
を
町
で
出
来
な
い
か
？

答　

有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
で
24
年
度
は
２
名
、

週
２
回
就
労
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
相
談
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
は
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
講
座
を
実
施
し
た
。

国
の
緊
急
雇
用
対
策
で
「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講

座
」
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

就
労
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
？

答　

高
石
市
以
南
の
８
市
４

町
に
よ
る
「
阪
南
自
治
体
労

働
行
政
協
議
会
」
で
就
労
支

援
、
就
労
対
策
の
情
報
交
換

及
び
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

町
づ
く
り
へ
つ
な
が

る
起
業
が
し
や
す
い
環
境
が

ほ
し
い
。

防
災
計
画
の
見
直
し

問　

異
常
気
象
な
ど
を
考
慮

し
て
の
見
直
し
は
？

答　

本
町
の
防
災
会
議
に
諮

り
大
阪
府
の
防
災
計
画
の
見

直
し
と
の
整
合
を
図
り
対
応

し
て
い
く
。

問　

停
電
時
の
非
常
用
発
電

機
は
小
学
校
５
機
で
は
不
十

分
で
は
？

答　

中
学
校
の
避
難
所
に
も

非
常
用
発
電
機
３
機
購
入
予

定
で
す
。

問　

公
共
施
設
の
耐
震
計
画

は
？

答　

今
年
度
は
庁
舎
２
棟
の

耐
震
化
に
着
手
。
次
年
度
に

は
、
北
保
育
所
、
公
民
館
、

町
民
会
館
の
耐
震
診
断
を
予

定
し
て
い
る
。
公
共
施
設
耐

震
改
修
計
画
は
次
年
度
見
直

し
策
定
す
る

問　

液
状
化
対
策
が
必
要
で

は
？

答　

現
在
情
報
提
供
の
た
め

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

問　

現
在
の
保
育
現
場
の
環

境
改
善
策
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
考
え
て
、
推

進
す
る
の
か
？

答　

施
設
の
建
築
年
数
に
応

じ
、
計
画
的
に
改
修
等
に
取

組
ん
で
い
る
。
平
成
15
年
に

東
保
育
所
、
平
成
18
年
に
西

保
育
所
を
大
規
模
改
修
工
事

と
併
せ
耐
震
改
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
北
保
育
所
、

南
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
か
ら
耐
震
診
断
を
し
、

施
設
の
耐
震
化
を
図
る
。

　

保
育
室
や
園
庭
の
遊
具
は
、

週
一
回
保
育
士
に
よ
り
安
全

確
認
を
し
、
全
て
の
園
児
が

安
全
安
心
な
保
育
所
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
る
。

問　

保
育
内
容
の
充
実
を
図

る
た
め
の
見
直
し
策
、
及
び

検
証
を
し
て
い
る
の
か
？

答　

国
の
保
育
所
保
育
指
針

に
従
い
、
実
施
し
て
い
る
。

平
成
22
年
に
「
全
て
の
子
育

て
家
庭
へ
の
支
援
・
子
ど
も

を
真
ん
中
に
安
心
し
て
育
ち

あ
い
、支
え
あ
え
る
保
育
所
」

を
基
本
理
念
に
、
年
齢
別
活

動
の
め
や
す
等
を
定
め
た

「
熊
取
町
立
保
育
所
の
保
育
」

を
作
成
し
、
保
育
指
針
と
し
、

平
成
23
年
に
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
」

の
重
点
目
標
で
あ
る
「
地
域

に
根
差
し
た
子
育
て
支
援
の

拠
点
と
し
て
の
保
育
づ
く

り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
質

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。「
年

齢
別
保
育
内
容
検
討
会
」
を

設
置
し
、
定
期
的
に
検
討
し

て
い
る
。

問　

保
育
士
の
資
質
向
上
の

た
め
、
資
格
取
得
に
つ
い
て

支
援
・
補
助
は
あ
る
の
か
？

答　

本
町
の
職
員
は
、
保
育

士
資
格
だ
け
で
な
く
、
幼
稚

園
教
諭
の
免
許
も
保
持
し
て

お
り
、
専
門
的
知
識
・
技
術

だ
け
で
な
く
人
格
・
品
格
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

問　
「
子
ど
も
保
育
園
」
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
？

答　
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
」
に
つ
い
て
、
潜
在

的
ニ
ー
ズ
や
保
育
の
必
要
量

を
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

問　

公
立
保
育
所
か
ら
民
間

保
育
所
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

方
針
は
い
か
が
で
す
か
？

答　

本
町
は
、
各
小
学
校
区

に
一
箇
所
ず
つ
町
立
保
育
所

を
設
置
し
、
特
別
保
育
を
担

う
民
間
保
育
所
が
三
箇
所
あ

り
、
地
域
に
お
い
て
、
公
民

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
ふ
ま
え
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。
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高
す
ぎ
る
国
保
料
の
減
免
拡
充
を
求
め
る

転
入
促
進
の
観
点
か
ら
、「
小
型
不
燃
ご
み
」の
定
期
収
集
実
現
を
！

小
・
中
学
校
の
土
曜
授
業
の
早
期
実
施
を
！

坂
上　

巳
生
男

矢
野　

正
憲

要
望　

文
科
省
は
、
全
国
の

３
５
０
校
を
モ
デ
ル
校
と
し

て
効
果
的
な
土
曜
授
業
の
研

究
も
推
進
し
て
い
く
よ
う
だ
。

　

熊
取
町
の
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
取
組
み
は
、

先
進
事
例
と
し
て
新
聞
等
で

取
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
大
阪

府
下
で
も
学
力
レ
ベ
ル
を
高

く
維
持
し
て
い
る
。

　
大
学
や
研
究
機
関
を
持
ち
、

環
境
が
整
っ
て
い
る
熊
取
町

教
育
委
員
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
や
使
命
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
勇
気
を
持
っ
て
早
期
実
施

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

い
る
。
熊
取
町
で
も
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
町
は
災
害
、
所
得
の

減
少
等
に
よ
り
一
時
的
に
支

払
い
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

に
減
免
適
用
し
て
い
る
。
高

槻
市
は
、
本
町
と
計
算
方
式

が
異
な
る
。
国
の
制
度
改
革

を
注
視
し
、
適
切
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

小
型
不
燃
ご
み
定
期
収
集
を

問　

こ
れ
ま
で
小
型
不
燃
ご

み
の
収
集
改
善
を
度
々
求
め

て
き
た
。
改
善
で
き
な
い
理

由
と
し
て
①
電
話
申
込
み
は

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

で
き
め
た
②
定
期
収
集
の
経

費
が
２
千
万
円
③
他
市
か
ら

の
ご
み
の
流
入
が
増
え
る
な

ど
を
理
由
に
し
て
き
た
。
審

議
会
の
議
論
は
ど
う
か
。

答　

５
月
の
答
申
で
は
、
原

則
と
し
て
今
ま
で
通
り
の
方

式
が
望
ま
し
い
が
、「
新
た

な
利
便
性
向
上
に
む
け
た
取

り
組
み
」
も
検
討
す
る
よ
う

教
育
委
員
会
ご
と
の
判
断
で

土
曜
日
に
授
業
を
で
き
る
よ

う
に
、
学
校
教
育
法
の
施
行

規
則
も
改
正
し
て
い
る
。
今

後
の
教
育
委
員
会
の
取
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

答　

今
年
９
月
に
発
表
さ
れ

た
文
科
省
「
土
曜
授
業
に
関

す
る
検
討
チ
ー
ム
」
の
最
終

ま
と
め
で
は
、
小
学
校
1.6
％

中
学
校
２
％
で
あ
り
、
実
施

し
て
い
る
学
校
は
少
数
で
あ

る
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

熊
取
町
で
は
、月
～
金
の

時
間
内
で
、地
域
の
方
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
体
験
活
動

を
取
入
れ
た
学
習
を
展
開
し

て
い
る
。
地
域
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
も
十
分
出
来
上
が

っ
て
い
る
。

　

今
後
も
国
や
府
の
動
向
を

踏
ま
え
、
教
育
課
程
の
範
囲

内
で
、
社
会
教
育
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
充
実
に
取
組
ん

で
い
く
。

国
保
の
国
庫
負
担
引
き
上

げ
が
必
要
で
は
な
い
か

問　

国
保
は
、
低
所
得
や
高

齢
の
加
入
者
が
多
く
、
所
得

に
対
し
負
担
割
合
が
大
き
い

な
ど
、
構
造
的
問
題
を
か
か

え
て
い
る
。
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
の
報
告
書
も
、

こ
の
問
題
を
重
視
し
て
い
る
。

問
題
解
決
に
は
、
国
庫
負
担

の
増
額
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

本
町
と
し
て
も
、
国
庫

負
担
率
の
引
き
上
げ
は
必
要

と
認
識
し
て
お
り
、「
大
阪

府
町
村
長
会
」
の
要
望
書
に

お
い
て
、
国
庫
負
担
の
拡
充

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
、減
免
制

度
の
拡
充
を

問　

所
得
２
０
０
万
円
の
４

人
家
族
で
43
万
５
千
円
も
の

国
保
料
と
な
り
、
所
得
の

20
％
を
超
え
る
。
高
槻
市
な

ど
、
所
得
に
対
す
る
比
率
が

一
定
限
度
を
超
え
た
場
合
に

減
免
す
る
自
治
体
も
現
れ
て

問　

文
科
省
は
、
平
成
26
年

度
小
中
高
校
の
公
立
校
で
、

土
曜
授
業
を
補
助
す
る
方
針

を
決
め
た
。
脱
ゆ
と
り
教
育

で
授
業
時
間
数
が
増
え
た
た

め
、
総
合
的
な
学
習
授
業
な

ど
を
土
曜
に
実
施
し
や
す
く

し
、
来
年
度
の
予
算
概
算
要

求
に
必
要
経
費
約
20
億
円
を

盛
込
ん
で
い
る
。
補
助
金
は
、

全
国
の
公
立
校
の
約
２
割
、

６
，７
０
０
校
が
対
象
で
、

講
師
謝
礼
や
教
材
費
な
ど
の

３
分
の
１
を
補
助
す
る
。

　

専
門
知
識
を
持
つ
住
民
や

元
教
員
ら
を
講
師
に
、
地
域

の
歴
史
・
英
会
話
・
補
助
学

習
な
ど
、
通
常
授
業
と
は
違

う
教
育
活
動
を
後
押
し
、
大

学
院
生
が
指
導
す
る
理
科
実

験
や
英
語
力
の
高
い
会
社
員

に
よ
る
英
会
話
指
導
等
と

い
っ
た
取
組
み
も
対
象
の
よ

う
だ
。

　

ま
た
、
文
科
省
は
土
曜
授

業
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
、

求
め
ら
れ
て
い
る
。

問　

２
千
万
円
の
経
費
の
根

拠
を
説
明
さ
れ
た
い
。

答　

運
転
手
一
名
、
四
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

確
保
、
週
一
回
で
計
算
。

問　

週
一
回
の
計
算
は
お
か

し
い
。
月
一
回
な
ら
ど
う
か
。

答　

月
一
回
で
千
六
百
万
円
。

要
望　

も
っ
と
安
く
で
き
る

は
ず
。
泉
州
地
域
の
み
が
、

小
型
不
燃
物
電
話
申
し
込
み

で
高
い
料
金
だ
。
審
議
会
も

利
便
性
向
上
を
求
め
て
い
る
。

転
入
促
進
の
た
め
に
も
是
非

と
も
改
善
さ
れ
た
い
。
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障
が
い
者
自
立
就
労
支
援
事
業
所
へ
の
取
り
組
み
対
応
を
示
せ
！

公
立
保
育
所
の
存
続
意
義
や
耐
震
化
・
建
て
替
え
へ
の
目
標
は
？

国
民
健
康
保
険
の
滞
納
状
況
と
差
押
え
、無
料
低
額
診
療
の
周
知
、

水
道
料
金
未
納
に
よ
る
給
水
停
止
、

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
案
に
対
す
る
町
の
考
え　

白
間　

泰
男

江
川　

慶
子

業
計
画
」
の
策
定
作
業
を
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

民
間
保
育
所
は
耐
震
・

建
て
替
え
が
進
捗
し
て
い
る
。

公
立
保
育
所
の
今
後
の
耐
震

化
や
建
て
替
え
は
？

答　

新
耐
震
基
準
に
基
づ
き

中
央
保
育
所
、
東
保
育
所
、

西
保
育
所
は
、
耐
震
改
修
工

事
済
み
で
す
。

　

北
保
育
所
と
南
保
育
所
は

大
規
模
改
修
工
事
時
、
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
。

要
望　
南
海
、
東
南
海
巨
大

地
震
は
、
予
測
不
可
能
。
早

急
に
検
討
す
べ
き
で
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
案
に
よ
る
介
護
保
険
に

つ
い
て

問　

今
回
の
法
案
は
、
軽
度

者
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

上
げ
介
護
の
家
族
負
担
を
加

重
し
介
護
の
費
用
負
担
を
増

額
す
る
な
ど
介
護
保
険
の
利

用
者
と
家
族
を
追
い
つ
め
る

制
度
改
悪
で
あ
る
。
町
の
考

え
は
？

答　

将
来
の
社
会
保
障
制
度

を
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ

う
議
論
さ
れ
た
も
の
で
、
改

革
で
あ
り
改
悪
と
い
う
認
識

は
な
い
。
制
度
は
、
ま
だ
審

議
中
で
あ
り
決
定
で
は
な
い
。

　

大
阪
府
の
策
定
予
定
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
内
容
も
加
味
し
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
も
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

副
町
長　

町
長
か
ら
の
指
示

も
あ
り
、
５
、
６
箇
所
の
施

設
な
の
で
こ
の
法
案
に
対
し

て
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

公
立
保
育
所
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

問　

他
市
で
は
、
公
立
保
育

所
か
ら
民
間
保
育
所
へ
移
管

し
て
い
る
が
、
本
町
の
今
後

の
方
針
は
？

答　

公
立
保
育
所
は
、
児
童

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
家
庭
児
童
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
で
子
育

て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
継
続
的
に
支
援
し
て
い

る
。
町
内
す
べ
て
の
家
庭
を

視
野
に
地
域
子
育
て
の
拠
点

と
し
て
も
位
置
付
け
て
い
る
。

　

今
後
の
公
立
保
育
所
の
在

り
方
に
つ
い
て
は「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
で
審
議
し
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

水
道
料
金
未
納
に
よ
る

給
水
停
止
に
つ
い
て

問　

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
停

止
に
よ
る
餓
死
事
件
を
う
け

て
、
熊
取
町
で
は
ど
う
か
？

答　

今
年
10
月
の
事
例
で
は
、

督
促
状
送
付
５
７
８
件
、
未

納
者
の
大
半
は
払
い
忘
れ
。

実
際
の
給
水
停
止
件
数
は
３

件
。
給
水
停
止
当
日
は
戸
別

訪
問
し
使
用
者
か
ら
申
し
入

れ
が
あ
れ
ば
給
水
停
止
を
保

留
し
て
納
付
相
談
を
行
う
。

不
在
の
場
合
は
給
水
停
止
日

の
午
後
８
時
ま
で
窓
口
を
開

け
て
い
る
。
そ
の
週
の
金
曜

日
再
度
委
託
業
者
と
職
員
が

複
数
で
現
地
確
認
を
し
て
い

る
。

障
が
い
者
自
立
就
労
支
援

に
つ
い
て

問　

障
害
者
優
先
調
達
法
は

町
で
物
品
の
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
事
と
あ
る
。
物

品
の
調
達
目
標
・
調
達
方
針

の
作
成
及
び
公
表
は
？

答　

ま
ず
調
達
推
進
の
為
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
整
備

し
た
い
。
町
内
施
設
で
生
産

可
能
な
物
品
や
提
供
可
能
な

役
務
を
整
理
、
調
達
関
係
部

局
と
連
携
し
、
策
定
を
検
討

し
た
い
。

問　

そ
の
方
針
に
即
し
て
調

達
を
実
施
し
、
取
り
ま
と
め

を
公
表
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ

に
な
る
の
か
？

答　

公
表
に
つ
い
て
は
、
調

達
指
針
策
定
以
降
、
可
能
な

限
り
速
や
か
に
実
施
す
る
。

問　

本
町
に
お
い
て
障
が
い

者
の
理
解
を
深
め
る
条
例
を

作
成
す
る
考
え
は
？

答　

国
に
お
い
て
、
障
害
者

差
別
解
消
法
が
制
定
さ
れ
た
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問　

滞
納
状
況
等
は
？

答　

滞
納
は
本
年
10
月
末
現

在
６
，４
９
０
世
帯
の
う
ち

６
０
２
世
帯
。
短
期
被
保
険

者
証
２
３
６
世
帯
、
資
格
証

明
書
61
件
。
未
交
付
は
２
４

７
世
帯
で
あ
る
。

問　

差
押
え
は
？

答　

保
険
料
債
権
回
収
の
た

め
の
最
終
手
段
。
差
押
え
に

至
る
ま
で
の
過
程
に
お
い
て

督
促
や
催
告
書
の
送
付
、
電

話
戸
別
訪
問
に
も
応
じ
な
い

被
保
険
者
に
対
し
て
財
産
調

査
を
行
っ
た
上
で
執
行
す
る
。

平
成
21
年
よ
り
徴
収
強
化
。

平
成
23
年
度
に
２
件
参
加
差

押
え
を
行
っ
た
が
保
険
料
と

し
て
単
独
に
行
っ
た
実
績
は

な
い
。

　
「
無
料
低
額
診
療
」
に
つ

い
て
は
福
祉
課
の
生
活
相
談

で
必
要
に
応
じ
て
案
内
し
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
も
実
施
す
る
。
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一
般
質
問

問問

問

問

問問

問

問

問

答答

答

答

答答答

答

答要
望

副
町
長
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（質問）池の台老人憩の家の西側の池（質池）について、10月の豪雨で、水が溢れ、池と住宅の間の緑地部分の一
部が陥没しており、非常に危険なので早急に対応して欲しい。

（回答）現場の状況を確認し、今年度中に応急的に浸食部分を補強工事し、来年度、設計し、予算を取り護岸工
事を実施したい。（熊取町からの回答）

（質問） 税金等の滞納に対して、徴収努力はしているのか？
（回答） 徴収努力はしており徴収額も増大している。差押えや公売もしている。

（質問）歳入状況と対策は？
（回答）独自財源が減ってきている。町税収をあげるために、中性子捕捉療法（ＢＮＣＴ）の早期実用化推進や

企業誘致、「子どもが笑顔で輝くまち　住むなら熊取」をキャッチフレーズに、転入・定住促進策に力を
入れている。

（質問）京都大学原子炉実験所への成合断層の影響について
（回答）成合断層については、空中写真でも顕著な変異地形変化は見られず、最終間氷期（約13万年）以降、積極

的に活動する証拠がない事から、断層とは認定されておらず、地震動評価の対象とはしないとされて
いる。（地震調査研究推進本部）

（質問）関空国際地区の出入り口から信号機付近まで通学路として利用できないか？
（回答）同区間は、幅員も狭くトラック等の交通量も多いので、通学路としては危険である。

学校では、関空国際地区から朝代地区への抜け道を通学路として認定している。

（要望）３自治会合同で、南海バスの熊取ニュータウンの路線内でフリー乗降　（路線上の停留所以外での自
由乗降）ができるよう泉佐野警察署と交渉している。議会も応援してほしい。

⃝一般・特別会計の状況説明は町の広報と同じでなく、今後の傾向などを記載した方がよい。説明文の
文字が小さい。

⃝小さい字は高齢者にとって読みにくい。工夫が必要。
⃝すべてを全般的に網羅するのではなく、町民が興味を持つ事項を強調した方がよい。
⃝文章が長くわかりにくい。強調したいところは太字や棒線にするなどの工夫が必要。
⃝原稿記事の内容が少し固く、マンネリ化してきている。マンネリ化を防止するため、住民の声や未来

の街づくりに関する記事や写真を入れてはどうか？
⃝熊取町の文化的スポットや観光スポットの写真を使うとインパクトがあるのでは？
⃝表紙はカラー化したらどうか？また、表紙の写真に説明書きを入れた方がよい。
⃝一般質問・会派質問にイラストや写真があってわかりやすい。
⃝議会だよりNo.15の頃と比較するとずいぶん見やすくなっている。

　熊取町議会では、「くまとり議会だより」をより親しみやすく、読みやすい議会広報とするため、
モニター制度を活用しています。
　毎回、貴重な意見・要望をいただいていますので、今回はその一部をご紹介します。

平成25年9月定例会の議会報告会（平成25年11月開催）における質疑応答と、いただいた意見・要望
の一部です。

議会報告会での質疑応答、意見・要望

～くまとり議会だより  モニターの方々からいただいた声～



平
成
26
年
５
月
発
行
の
議
会
だ
よ

り
の
表
紙
に
使
用
す
る
写
真
を
公

募
し
ま
す
。

※
締
め
切
り･･･

３
月
31
日
（
月
）

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▪�

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

写
真
募
集

　より親しみやすい、議会だよりを目指してモニターを募集します。
　議会だよりを読んでいただき、アンケートにお答えいただきます。また、年１回
ほど意見交換の場を設け、率直なご意見をうかがいます。
・熊取町内にお住まいの方
・募 集 人 数　20名程度（元モニターの方も応募可能です）
・期　　　間　１年
・申し込み先　熊取町議会事務局

　電話番号：072-452-9023
　FAX番号：072-452-7103
　メールアドレス：gikai-jimukyoku@town.kumatori.lg.jp

・締 め 切 り　2月28日（金）

新たに
モニター募集
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編 

集 

後 

記

　

1
月
5
日
の
出
初
め
式
で

は
、
消
防
団
員
と
消
防
職
員

が
制
服
に
身
を
包
ん
で
、
り

り
し
く
整
然
と
し
た
行
進
を

披
露
さ
れ
、
頼
も
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

1
月
12
日
の
成
人
式
で
は
、

今
年
も
多
く
の
若
者
た
ち
が

晴
れ
晴
れ
と
参
列
さ
れ
、
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
代
の
人
た
ち
が
、
お
互
い

を
思
い
や
り
、
助
け
合
っ
て
、

よ
り
住
み
よ
い
熊
取
町
に
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

議
会
と
住
民
の
方
々
と
の

意
思
疎
通
の
一
環
と
し
て

「
く
ま
と
り
議
会
だ
よ
り
」
が

役
立
て
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会　
　
　
　
　

　

委 

員 

長　

矢
野　

正
憲

　

副
委
員
長　

重
光　

俊
則

　

委　
　

員　

服
部　

脩
二

　

委　
　

員　

佐
古　

員
規

　

委　
　

員　

藤
本　
　

龍

　

委　
　

員　

白
間　

泰
男

　

委　
　

員　

坂
上
巳
生
男

　住民の皆様と議員との自
由な意見交換ができるよう、
議会基本条例に基づき「議会
報告会」を開催しています。

※この報告会は、区（自治会）単位
　で年１回開催しております。

皆様のご参加を
お待ちしております
（お越しの際は議会だよりを

お持ちください）

議会報告会の予定
議員名（○班長） 2月実施予定地区　（12月議会の報告）

１
班

○ 服部　脩二
久保………２月11日（火・祝）
　　　　　　　　　午後７時30分～　老人憩の家
野田………２月15日（土）午後７時～　老人憩の家
青葉台……２月16日（日）午後７時～　老人憩の家
紺屋………２月23日（日）午後７時～　老人憩の家

坂上　巳生男
渡辺　豊子
奥野　博通
佐古　員規

２
班

○ 重光　俊則 水荘園　　　　 ｝合同…２月 15 日（土）
大久保サニーハイツ　　　　午後１時～　老人憩の家
泉陽ヶ丘…………………２月 23 日（日）
　　　　　　　　　　　午前 11 時～　老人憩の家

鈴木　実
矢野　正憲
江川　慶子

３
班

○ 白間　泰男 成合……２月16日（日）午後７時30分～  老人憩の家
小谷……２月22日（土）午後７時～　 　公民館
和田……２月22日（土）午後８時30分～  公民館
つつじヶ丘…２月23日（日）午前10時～　　老人憩の家
七山……２月23日（日）午後３時～　　 公民館

田中　正旗
鱧谷　陽子
藤本　龍

写
真
提
供

　

希
望
が
丘  

中な
か

磯い
そ 

和か
ず

義よ
し 

様

「
菜
の
花
」


